
   

 防 衛 省 仕 様 書 改 正 票 D S P 
 

 
 

Ｋ ３１０１Ｃ（４） 
 
 航空機用機体洗浄剤 制 定  昭 和 ５９年 ３月 ２６日
 

 改 正  令 和  ５年 ８月 ３０日  

 （ＣＬＥＡＮＩＮＧ ＣＯＭＰＯＵＮＤ，ＡＩＲＣＲＡＦＴ ＳＵＲＦＡＣＥ）  

 

 こ の改 正票 は， ＤＳＰ  Ｋ  ３１ ０１ Ｃ（航空 機用 機体 洗浄 剤）

に つい ての もの であり， ＤＳ Ｐ  Ｋ  ３１０１ Ｃ（ ３） を含 め累積

記 載さ れて いる 。この改 正票 はＤ ＳＰ  Ｋ  ３ １０ １Ｃ と併 用され

る 。  

 

 

1.1  中 “（以下 ，機 体洗 浄剤と いう 。）” を“（以 下，洗 浄剤 とい う。）”に改め る。  

1.2  表 １  を次 のよ うに改め る。  

表 １－ 種類  

種 類  物 品番 号  

１  種  ６８５０-４１９-１６２０-５ 

２  種 ａ ）  ６８５０-３２８-４４１８-５ 

注 ａ ）２ 種は ，ＭＩ Ｌ－ ＰＲ Ｆ－ ８５ ５７ ０に  

   準拠 した ものであ る。  

 

1.4 a) 1) 中 “ＪＩＳ  Ｈ  ８ ６１ １  電気 カド ミニ ウム めっき” を“ ＪＩ Ｓ  Ｈ  ８６ １

１  電 気カ ドミ ウムめっ き” に改 める 。  

1.4 a) 1) 中 “ＪＩＳ  Ｈ  ８ ６５ １  マグ ネシ ウム 合金 防食処理 方法 ”を 削除 し，“ＳＡ Ｅ

－ ＡＭ Ｓ－ Ｔ－ ９０４６  Titanium and Titanium Alloy, Sheet, Strip, and Plate”の次に

“ ＳＡ Ｅ  ＡＭ Ｓ－Ｍ－ ３１ ７１  Magnesium Alloy, Processes for Pretreatment and 

Prevention of Corrosion on”を 追加 する 。  

1.4 a) 1) 中 “ＪＩＳ  Ｋ  ０ １１ ７  赤外 分光 分析 方法 通則”を “Ｊ ＩＳ  Ｋ  ０１１ ７

赤 外分 光分 析通 則”に， “Ｊ ＩＳ  Ｋ  １４０ ８  けい 酸ナ トリウム （け い酸 ソー ダ）”を

“ 日本 無機 薬品 協会規格  け い酸 ナト リウム（ けい 酸ソ ーダ ）” に改め る。  

1.4 a) 1) 中 “ＪＩＳ  Ｋ  １ ５２ １  パー クロ ロエ チレ ン（テト ラク ロル エチ レン ）”を 削

除 し， ＮＤ Ｓ  Ｚ  ００ ０１  包 装の 総則  の 次に “Ｊ ＡＨ ＣＳ－０ ６  テト ラク ロロエチ レ

ン ”を 追加 する 。  

1.4 a) 1) 中 “ＭＩＬ －Ｐ ＲＦ －２ ５６９０  Ｐ ＬＡ ＳＴ ＩＣ，Ｓ ＨＥ ＥＴ Ｓ， ＡＮＤ  Ｐ

Ａ ＲＴ Ｓ， ＭＯ ＤＩＦＩ ＥＤ  Ａ ＣＲ ＹＬＩＣ  Ｂ ＡＳ Ｅ， ＭＯＮＬ ＩＴ ＨＩ Ｃ， ＣＲＡＣ Ｋ  

Ｐ ＲＯ ＰＡ ＧＡ ＴＩＯＮ  Ｒ ＥＳ ＩＳ ＴＡＮＴ ”を 削除 する 。  

1.4 a) 2) 中 “ＤＳＰ  Ｋ  ５ ３０ ６  航空 機用 ラッ カー エナメル ”を “Ｄ ＳＰ  Ｋ  ５ ３

０ ９  航空 機用 ラッカー エナ メル （つ や有 ）”に 改め る。   



２ 
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1.4 a) 2) 中 “ＤＳＰ  Ｋ  ５ ３０ ９  航空 機用 ラッ カー エナメル （つ や有 ）” の次 に，“ Ｍ

Ｉ Ｌ－ ＰＲ Ｆ－ ２５６９ ０  ＰＬ ＡＳ ＴＩＣ， ＳＨ ＥＥ ＴＳ ，ＡＮＤ  Ｆ ＯＲ ＭＥ Ｄ  ＰＡ Ｒ

Ｔ Ｓ， ＭＯ ＤＩ ＦＩＥＤ  Ａ ＣＲ ＹＬ ＩＣ  Ｂ ＡＳ Ｅ， ＭＯ ＮＬＩＴ ＨＩ Ｃ， ＣＲ ＡＣＫ  Ｐ

Ｒ ＯＰ ＡＧ ＡＴ ＩＯＮ  ＲＥ ＳＩ ＳＴ ＡＮＴ” 及び “Ｍ ＩＬ －ＰＲＦ －８ ５５ ７０  ＣＬＥ Ａ

Ｎ ＩＮ Ｇ  ＣＯ ＭＰＯＵ ＮＤ ，Ａ ＩＲ ＣＲＡＦ Ｔ， ＥＸ ＴＥ ＲＲＩＯ Ｒ（ ＴＹ ＰＥ ２）”を追 加

す る。  

 

1.4 b) を削 除す る。  

3.1 を次 のよ うに 改める 。  

3.1 認定 検査 ・検 査  

 認定 検査 及び 検査の検 査項 目並 びに 試験方法 は， 付表 １に よる。  

原 案作 成部 課等 名  を次 のよ うに 改め る。  

原 案作 成部 下等 名：航空 自衛 隊  補給 本部需品 部  

附 属書 Ｃ  C.6 f) 2) を次 のよ うに 改める。  

2) Ｄ ＳＰ  Ｋ  ５３０ ９に 規定 する もの で 1503 スカ イグ レイ のも の。  

附 属書 Ｄ  D.5 試 験片  a) 材質  2) “チ タニウ ム板  Ｍ ＩＬ －Ｔ－９ ０４ ６ の 6A1-4V” を

“ チタ ニウ ム板  ＳＡＥ －Ａ ＭＳ －Ｔ －９０４ ６ の 6A1-4V” に改 める 。  

附 属書 Ｄ  D.6 b) を次 のよ うに 改め る。  

b) テ トラ クロ ロエチレ ン  ＪＡ ＨＣ Ｓ－０６  

附 属書 Ｄ  “ C.7 操作” を“ D.7 操 作” に改め る。  

附 属書 Ｄ  D.7 a) を次 のよ うに 改め る。  

a) 試 験片 の表 面の不純 物を 除去 する ため，２ －ブ タノ ンで 洗浄した 後， テト ラク ロロエチ レ

ン で蒸 気脱 脂を 行う。  

附 属書 Ｅ  E.3 b) 中“ 洗浄 剤原 液” を“洗浄 剤溶 液” に改 める。  

附 属書 Ｈ  H.5 a) 3) 中“（Ｊ ＩＳ  Ｈ  ８６ ５１ の 1 種処 理）”を“（ ＳＡＥ  Ａ ＭＳ －Ｍ

－ ３１ ７１  Ｔ ｙｐｅⅠ ）”に改 める 。  

附 属書 Ｈ  H.6 c) を次 のよ うに 改め る。  

c) テ トラ クロ ロエチレ ン  ＪＡ ＨＣ Ｓ－０６  

附 属書 Ｈ  H.7 a) を次 のよ うに 改め る。  

a) 試 験片 の表 面の不純 物を 除去 する ため，ト ルエ ン， アセ トンで順 次洗 浄し た後 ，テトラ ク

ロ ロエ チレ ンで 蒸気脱脂 を行 い， デシ ケータ内 で冷 却し ，０ .１ mg まで 正確 にひ ょう 量す

る 。  

附 属書 Ｉ  I.6 d) を次 のよ うに 改め る。  

d) メ タけ い酸 ナトリウ ム１ 種  日本 無機薬品 協会 規格  けい酸ナトリウム（けい酸ソーダ） 

附 属書 Ｉ  I.6 e) を次 のよ うに 改め る。  

e) テ トラ クロ ロエチレ ン  ＪＡ ＨＣ Ｓ－０６  

附 属書 Ｉ  I.7 a) を次 のよ うに 改め る。  

a) 試 験片 の表 面の不純 物を 除去 する ため，ト ルエ ン， アセ トンで順 次洗 浄し た後 ，テトラ ク

ロ ロエ チレ ンで 蒸気脱脂 を行 い， デシ ケータ内 で冷 却す る。  

附 属書 Ｊ  J.3 b) 中“ 洗浄 剤原 液” を“洗浄 剤溶 液” に改 める。  
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附 属書 Ｊ  J.5 a) 表Ｊ ．１  中 “（ ＪＩ Ｓ  Ｈ  ８ ６５ １の 1 種ＭＸ １及 び３ 種Ｍ Ｘ３の第

２ 工程 ）” を“（ ＳＡＥ  ＡＭ Ｓ－ Ｍ－ ３１７１  Ｔ ｙｐ ｅⅠ 又はＴｙ ｐｅ Ⅲ）”に 改め る。  

附 属書 Ｊ  J.5 の 次に以 下を 加え る。  

J.6 試薬  

a) ２ －ブ タノ ン  ＪＩ Ｓ  Ｋ  ８９ ００  

b) テ トラ クロ ロエチレ ン  ＪＡ ＨＣ Ｓ－０６  

c) ア セト ン  ＪＩＳ  Ｋ  ８０ ３４  

附 属書 Ｊ  “ J.6 操作” を“ J.7 操 作” に改め る。  

附 属書 Ｊ  J.7 a) を次 のよ うに 改め る。  

a) 試 験片 の表 面の不純 物を 除去 する ため，２ －ブ タノ ンで 洗浄した 後， テト ラク ロロエチ レ

ン で蒸 気脱 脂を 行う。  

附 属書 Ｊ  “ J.7 判定基 準” を“ J.8 判 定基準 ”に 改め る。  

附 属書 Ｋ  K.3 b) 中“ 洗浄 剤原 液” を“洗浄 剤溶 液” に改 める。  

附 属書 Ｏ  O.6 c) を次 のよ うに 改め る。  

c) テ トラ クロ ロエチレ ン  ＪＡ ＨＣ Ｓ－０６  

附 属書 Ｏ  O.7 a) を次 のよ うに 改め る。  

a) 試 験片 の表 面の不純 物を 除去 する ため，ト ルエ ン， アセ トンで順 次洗 浄し た後 ，テトラ ク

ロ ロエ チレ ンで 蒸気脱脂 を行 う。  

附 属書 Ｓ  S.5 を 次のよ うに 改め る。  

S.5 低温 貯蔵 環境  

試 料容 器は ，１ ５日間－ ８±２℃で 貯蔵 する 。低 温試 験の 期間 は，貯蔵 安定 性試 験開 始後，

９ ０日 から １２ ０日まで を期 間と する 。  

附 属書 Ｓ  S.6 を 次のよ うに 改め る。  

S.6 高温 貯蔵 環境  

試 料容 器は ，１ ５日間４ ９±１０℃ で貯 蔵す る。 高温 試験 は， 貯蔵安定 性試 験が ，２ ７０日

経 過後 に行 う。  
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Ｋ  ３ １ ０ １ Ｃ
 

制定 昭和５９． ３．２６ 

改正 平成１９．１２．２１  

（ＣＬＥＡＮＩＮＧ ＣＯＭＰＯＵＮＤ，ＡＩＲＣＲＡＦＴ ＳＵＲＦＡＣＥ） 

 

 

1 総則 

1.1 適用範囲  

この仕様書は，航空機の機体洗浄に使用する航空機用機体洗浄剤（以下，機体洗浄剤という。）について規定する。 

1.2 種類 

種類は，表１による。 

表１－種類 

種 類 物 品 番 号 

１ 種 ６８５０－４１９－１６２０－５ 

２ 種 ６８５０－３２８－４４１８－５ 

1.3 製品の呼び方 

製品の呼び方は，仕様書の名称及び種類による。 

例 航空機用機体洗浄剤 １種 

1.4 引用文書等 

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部をなすものであり，入札書又

は見積書の提出時における最新版とする。 

a) 引用文書 

1) 規格 

ＪＩＳ Ｇ ３１４１ 冷間圧延鋼板及び鋼帯 

ＪＩＳ Ｈ ４０００ アルミニウム及びアルミニウム合金の板及び条 

ＪＩＳ Ｈ ４２０１ マグネシウム合金板及び条 

ＪＩＳ Ｈ ８６１１ 電気カドミニウムめっき 

ＪＩＳ Ｈ ８６５１ マグネシウム合金防食処理方法 

ＪＩＳ Ｋ ０１０２ 工場排水試験方法 

ＪＩＳ Ｋ ０１１７ 赤外分光分析方法通則 

ＪＩＳ Ｋ １４０８ けい酸ナトリウム（けい酸ソーダ） 

ＪＩＳ Ｋ １５２１ パークロロエチレン（テトラクロルエチレン） 

ＪＩＳ Ｋ ２２５１ 原油及び石油製品－試料採取方法 

ＪＩＳ Ｋ ２２６５－１ 引火点の求め方－第１部：タグ密閉法 

ＪＩＳ Ｋ ２２６５－４ 引火点の求め方－第４部：クリーブランド開放法 

ＪＩＳ Ｋ ３３６３ 合成洗剤の生分解度試験方法 

ＪＩＳ Ｋ ５６００－５－４ 塗料一般試験方法－第５部：塗膜の機械的性質－第４節：引っかき硬度（鉛筆法） 

ＪＩＳ Ｋ ８０３４ アセトン（試薬） 

ＪＩＳ Ｋ ８１０１ エタノール（９９．５）（試薬） 



２ 

Ｋ ３1０１C 

ＪＩＳ Ｋ ８１２２ 塩化カルシウム二水和物（試薬）  

ＪＩＳ Ｋ ８１５０ 塩化ナトリウム（試薬） 

ＪＩＳ Ｋ ８１５９ 塩化マグネシウム六水和物（試薬） 

ＪＩＳ Ｋ ８３５５ 酢酸（試薬） 

ＪＩＳ Ｋ ８３６４ 酢酸カルシウム－水和物（試薬） 

ＪＩＳ Ｋ ８６８０ トルエン（試薬） 

ＪＩＳ Ｋ ８８１０ １－ブタノール（試薬） 

ＪＩＳ Ｋ ８８３９ ２－プロパノール（試薬） 

ＪＩＳ Ｋ ８９００ ２－ブタノン（試薬）  

ＪＩＳ Ｋ ８９８７ 硫酸ナトリウム（試薬） 

ＪＩＳ Ｋ ８９９５ 硫酸マグネシウム七水和物（試薬） 

ＪＩＳ Ｋ ９００５ りん酸（試薬） 

ＪＩＳ Ｋ ９０１２ りん酸三ナトリウム・１２水（試薬）  

ＪＩＳ Ｋ ９０１９ りん酸水素二ナトリウム・１２水（試薬） 

ＪＩＳ Ｐ ３８０１ ろ紙（化学分析用） 

ＪＩＳ Ｒ ３２０２ フロート板ガラス及び磨き板ガラス 

ＪＩＳ Ｒ ６２５３ 耐水研磨紙 

ＪＩＳ Ｚ １５２４ 包装用布粘着テープ 

ＮＤＳ Ｚ ０００１ 包装の総則 

ＡＳＴＭ Ｂ ９０／Ｂ ９０Ｍ－９８  Ｓｔａｎｄａｒｄ Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｍａｇｎｅｓｉｕｍ-Ａｌｌｏｙ Ｓｈｅｅｔ ａｎｄ Ｐｌａｔｅ 

ＡＳＴＭ Ｆ ５１９ Ｓｔａｎｄａｒｄ Ｔｅｓｔ Ｍｅｔｈｏｄ ｆｏｒ Ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ Ｈｙｄｒｏｇｅｎ Ｅｍｂｒｉｔｔｌｅｍｅｎｔ Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ  

ｏｆ Ｐｌａｔｉｎｇ Ｐｒｏｃｅｓｓｅｓ ａｎｄ Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔｓ 

ＭＩＬ－ＰＲＦ－２５６９０ PLASTIC，SHEETS，AND PARTS，MODIFIED ACRYLIC BASE，ＭONLITHIC，

CRACK PROPAGATION RESISTＡＮＴ  

ＳＡＥ ＡＭＳ－ＱＱ－Ａ－２５０／５ ＡＬＵＭＩＮＵＭ ＡＬＬＯＹ ＡＬＣＡＤ ２０２４，ＰＬＡＴＥ ＡＮＤ ＳＨＥＥＴ 

ＳＡＥ ＡＭＳ－ＱＱ－Ａ－２５０／１３ ＡＬＵＭＩＮＵＭ ＡＬＬＯＹ ＡＬＣＡＤ ７０７５，ＰＬＡＴＥ ＡＮＤ ＳＨＥＥＴ  

ＳＡＥ ＡＭＳ ４０４１ Ａｌｕｍｉｎｕｍ Ａｌｌｏｙ，Ａｌｃｌａｄ Ｓｈｅｅｔ ａｎｄ Ｐｌａｔｅ ４．４Ｃｕ-１．５Ｍｇ-０．６０Ｍｎ Ａｌｃｌａ

ｄ ２０２４ ａｎｄ １-1/2％ Ａｌｃｌａｄ ２０２４，-Ｔ３ Ｆｌａｔ Ｓｈｅｅｔ；１-1/2％ Ａｌｃｌａｄ ２０２４- 

Ｔ３５１ Ｐｌａｔｅ 

ＳＡＥ ＡＭＳ ４０４９ Ａｌｕｍｉｎｕｍ Ａｌｌｏｙ，Ａｌｃｌａｄ Ｓｈｅｅｔ ａｎｄ Ｐｌａｔｅ Ａｌｃｌａｄ ５．６Ｚｎ－２．５Ｍｇ-１．６Ｃｕ-

０．２ ３Ｃｒ（Ａｌｃｌａｄ ７０７５；-Ｔ６ Ｓｈｅｅｔ-Ｔ６５１Ｐｌａｔｅ）Ｓｏｌｕｔｉｏｎ ａｎｄ Ｐｒｅｃｉｐｉｔａｔｉｏｎ 

Ｈｅａｔ Ｔｒｅａｔｅｄ 

ＳＡＥ ＡＭＳ ４３７６ ＰＬＡＴＥ，ＭＡＧＮＥＳＩＵＭ AＬＬＯＹ ３．０ Ａｌ－１．０Ｚｎ-０．２０Ｍｎ（ＡＺ31Ｂ-Ｈ２６） 

Ｃｏｌｄ Ｒｏｌｌｅｄ ａｎｄ Ｐａｒｔｉａｌｌｙ Ａｎｎｅａｌｅｄ 

ＳＡＥ ＡＭＳ ４３７７ ＳＨＥＥＴ ＡＮＤ ＰＬＡＴＥ，ＭＡＧＮＥＳＩＵＭ ＡＬＬＯＹ ３．０ Ａｌ－１．０Ｚｎ-0.20Ｍｎ 

（ＡＺ３１Ｂ-Ｈ２４）Ｃｏｌｄ Ｒｏｌｌｅｄ，Ｐａｒｔｉａｌｌｙ Ａｎｎｅａｌｅｄ    

ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｔ－９０４６ Ｔｉｔａｎｉｕｍ ａｎｄ Ｔｉｔａｎｉｕｍ Ａｌｌｏｙ，Ｓｈｅｅｔ，Ｓｔｒｉｐ，ａｎｄ Ｐｌａｔｅ 

ＭＩＬ－Ｗ－８１３８１ ＷＩＲＥ，ＥＬＥＣＴＲＩＣ，ＦＬＵＯＲＯＣＡＲＢＯＮ／ＰＯＬＹＡＭＩＤＥ ＩＮＳＵＬＡＴＥＤ，ＭＥＤＩ

ＵＭ ＷＥＩＧＨＴ，ＳＩＬＶＥＲ ＣＯＡＴＥＤ，ＣＯＰＰＥＲ ＣＯＮＤＵＣＴＥＲ 

2) 仕様書 

ＤＳＰ Ｋ ２２０８ 灯油 

ＤＳＰ Ｋ ５１０９ 航空機用ジンククロメートプライマー 
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ＤＳＰ Ｋ ５３０６ 航空機用ラッカーエナメル 

3) 法令等 

装備品等の製造設備等の認定に関する訓令（昭和５０年防衛庁訓令第４４号） 

b) 参考文書 

ＭＩＬ－ＰＲＦ－８５５７０ ＣＬＥＡＮＩＮＧ ＣＯＭＰＯＵＮＤ，ＡＩＲＣＲＡＦＴ，ＥＸＴＥＲＲＩＯＲ（ＴＹＰＥ ２） 

 

2 製品に関する要求 

2.1 認定 

洗浄剤には，装備品等の製造設備等の認定に関する訓令が適用される。 

2.2 品質 

a) 品質は，洗浄剤として航空機の機体に適当な品質のものであり，付表１による試験方法で試験したとき，付表１の規定に

適合しなければならない。ただし，りん酸塩，クロム酸塩，フェノール類，研磨剤及び重金属類は含んではならない。 

また，洗浄力に直接関係のない成分，例えば硫酸ナトリウム，尿素，硝酸塩，亜硝酸塩，サッカロースや他の砂糖類も含ん

ではならない。 

b) 洗浄剤は，通常の取り扱いにおいて作業者の健康を害する成分を含んではならない。 

また，公害防止上処理の難しい物質や環境保全上問題となる成分を含んではならない。 

c) 洗浄剤は，航空機材料に悪影響を及ぼしてはならない。 

 

3 品質保証 

3.1 認定検査・検査  

認定検査及び検査の検査項目並びに試験方法は，付表１によるものとする｡ 

3.2 試料採取方法  

認定検査及び検査のための試料採取方法は，ＪＩＳ Ｋ ２２５１による。 

 

4 出荷条件 

4.1 容器 

容器は，調達要領指定書で指定する場合を除き，１８Ｌ缶とする。 

4.2 外装 

外装は，調達要領指定書で指定する場合を除き，商慣習による。 

4.3 表示 

表示は，ＮＤＳ Ｚ ０００１による。ただし，陸上・海上・航空各自衛隊の標識は，“防衛省”と替えて表示する。  

なお，調達要領指定書によって容器を指定した場合は，併せて表示も指定することができる。  

4.4 納入単位 

納入単位は，質量（㎏）とする。 

 

 

 

 

原案作成部課等名：航空自衛隊 補給本部第１部 
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付表１－品質 

項    目 
規    定 認定 

検査 
検査 試 験 方 法  

１ 種 ２ 種 

引火点 ℃ ９５．０以上 

（ｸﾘｰﾌﾞﾗﾝﾄﾞ開放法） 

６０以上 

（タグ密閉法） 

○ ○ ＪＩＳ Ｋ ２２６５－

１，ＪＩＳ Ｋ ２２６５

－４による。 

不溶解物質 w / w％ ０．１０以下 ○ ○ 附属書Ａによる。 

固形成分 w / w％ １９以上 － ○ ○ 附属書Ｂによる。 

塗装面への影響 合  格 ○ － 附属書Ｃによる。 

非塗装面への影響 － 合 格 ○ － 附属書Ｄによる。 

安 

定 

性 

熱安定性 合  格 ○ ○ 

附属書Ｅによる。 冷安定性 合  格 ○ ○ 

硬水安定性 合  格 ○ ○ 

乳化性 合 格 － ○ ○ 附属書Ｆによる。 

発泡性 － 合 格 ○ － 附属書Ｇによる。 

腐 

食 

性 

高温腐食性 合 格 － ○ ○ 附属書Ｈによる。a) 

合せ板腐食性 合  格 ○ － 附属書Ｉによる。 

浸せき腐食性 － 合 格 ○ ○ 附属書Ｊによる。a) 

水素ぜい性試験 － 合 格 ○ ○ 附属書Ｋによる。 

アクリル樹脂板に与える影響 合  格 ○ － 附属書Ｌによる。 

無機ガラスに与える影響 合  格 ○ － 附属書Ｍによる。 

残さのすすぎ落し性 合 格 － ○ － 附属書Ｎによる。 

洗浄剤の筋残り試験 合  格 ○ － 附属書Ｏによる。 

塩膜表面への影響 － 合 格 ○ ○ 附属書Ｐによる。 

ポリイミド線への影響 － 合 格 ○ － 附属書Ｑによる。 

実用的洗浄性 合  格 ○ － 附属書Ｒによる。 

生分解度％ ９０．５ 以上 ○ － ＪＩＳ Ｋ ３３６３による。 

赤外線吸収スペクトルグラフ 報 告 － ○ － ＪＩＳ Ｋ ０１１７による。

b) 

貯蔵安定性 １２箇月 合  格 ○ － 附属書Ｓによる。 

公

害

関

連

事

項 

ｐＨ 25℃10V/V％ 12.0 以下 7.0～10.0 ○ ○ 

ＪＩＳ Ｋ ０１０２によ。 

BOD 濃度 ppm 
（0.3V/V%)  500 以下 

○ － 

COD 濃度 ppm ○ ○ 

ＳＳ 濃度 ppm （0.3V/V%)  200 以下 ○ － 

n-ヘキサン 

抽出物質 ppm 
（0.3V/V%)   40 以下 ○ － 

りん含有量 ppm （0.3V/V%)     1 以下 ○ － 

注 a) 検査については，アルミニウム板についてのみ行う。 

b) 個体成分試験後の個体成分について行う。 
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附属書 A 

（規定） 

不溶解物質試験方法 

A.1 適用範囲  

この附属書は，不溶解物質試験方法について規定する。 

 

A.2 試験方法の概要  

洗浄原液をろ（濾）紙を用いて，ろ過し，ろ紙に残存する不溶解物質の質量を検出する。  

 

A.3 試料  

洗浄剤原液 ２００ｍＬ 

 

A.4 装置  

a) 恒温器 対流式及び循環式で，６０±２℃の温度を保持できるもの。 

b) はかり（秤） 感度０．１㎎以上の精度を有するもの。 

 

A.5 材料 

ろ紙ＪＩＳ Ｐ ３８０１に規定するもので５種Ｃ微細沈殿用とする。  

 

A.6 操作 

a) ろ紙を６０±５℃の恒温器の中で３０分間乾燥させ，デシケーター内で３分間冷却後０．１㎎までひょう（秤）量する。（質量Ａ） 

b) 吸引ろ過瓶にプフナー漏斗 No４を取り付け，減圧ろ過器に接続する。 

c) 試料約２００ｍL をビーカーに採取し，０．１ｇまでひょう量する。（質量 B） 

d) プフナー漏斗に１０ｍL の蒸留水を用いてろ紙を付着させる。 

e) 試料約２００ｍL を静かにプフナー漏斗に注ぎ込み減圧ろ過する。 

f) ビーカーに試料が残らないよう蒸留水約２５ｍＬで洗浄し，その洗浄液でろ紙を洗浄ろ過する。ろ紙を静かに漏斗から取り

外し，恒温器内の温度６０±５℃で約１時間乾燥する。 

g) デシケーター内で３分間冷却後０．１ｍｇまで正確にひょう量する。（質量Ｃ） 

 

A.7 計算式 

次の式によって計算する。            

                              

                          Ｃ－Ａ        

     不溶解物質（Ｗ／Ｗ％）  ＝           ×  １００ 
                  

         Ｂ         

                                                           

ここに 質量Ａ ： 初めのろ紙の質量（ｇ）          

質量Ｂ ： 試料の質量（ｇ） 

質量Ｃ ： 試料ろ過後の質量（ろ紙を含む）（ｇ） 
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附属書Ｂ 

（規定） 

固体成分試験方法 

B.1 適用範囲 

この附属書は，固体成分試験方法について規定する。 

 

B.2 試験方法の概要 

洗浄剤原液をペトリ皿に入れて蒸発させ，残存する固体成分を検出する。 

 

B.3 試料 

洗浄原液 ２５ｍＬ 

 

B.4 装置 

a) ペトリ皿   深さ約１５㎜，直径約９０㎜のもの。 

b) 恒温器   対流式又は循環式で１０５±３℃を保持できるもの。 

c) はかり（秤） 感度０．１㎎以上の精度を有するもの。 

 

B.5 操作 

a) ペトリ皿を蒸留水で洗浄し清潔にする。 

b) 温度１０５±３℃に保持した恒温器で乾燥させた後デシケーター内で冷却し，０．１ｍｇまで正確にひょう量する。（質量Ａ） 

c) ペトリ皿に試料２５±１ｍＬを入れて０．１ｍｇまで正確にひょう量（質量Ｂ）し，１０５±３℃に保持した恒温器で約２４時間水分

などを蒸発させた後デシケーター内で冷却し，０．１ｍｇまで正確にひょう量する。（質量Ｃ） 

 

B.6 計算式 

次の式によって固体成分を計算する。 

 

                              試料に固体質量 Ｃ－Ａ 

 固体成分（Ｗ／Ｗ％）＝                    ＝ ×１００ 
                             試料の全質量   Ｂ－Ａ 

 

ここに 質量Ａ ： ペトリ皿の質量 （ｇ） 

質量Ｂ ： 試料とペトリ皿の質量 （ｇ） 

質量Ｃ ： 乾燥後の質量 （ｇ） 
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附属書 C 

（規定） 

塗装面への影響試験方法 

C.1 適用範囲 
この附属書は，塗装面への影響試験方法について規定する。 

 

C.2 試験方法の概要 
塗装して試験片上を洗浄剤を塗布した面としない面に区分し，鉛筆で引かき塗膜の切れる硬さを比較する。 

 

C.3 試料 
洗浄剤溶液（２５Ｖ／Ｖ％）１００ｍＬ 

 

C.4 装置 
塗膜用鉛筆引かき試験器 ＪＩＳ Ｋ ５６００－５－４ 

 

C.5 試験片 

a) 材質 アルミニウム板 ＪＩＳ Ｈ ４０００のＡ２０２４ＰＣ，ＳＡＥ ＡＭＳ－ＱＱ－Ａ－２５０／５又はＳＡＥ Ａ

ＭＳ ４０４１ 

b) 寸法 長さ約１５㎝，幅約７㎝ 

 

C.6 試薬及び材料 

a) ブチルアルコール  ＪＩＳ Ｋ ８８１０ 

b) イソプロピルアルコール  ＪＩＳ Ｋ ８８３９ 

c) リン酸  ＪＩＳ Ｋ ９００５の純度８５％以上のもの。 

d) アセトン  ＪＩＳ Ｋ ８０３４ 

e) 研磨紙  ＪＩＳ Ｒ ６２５３の１８０番のもの。 

f) 塗料 

 1) ＤＳＰ Ｋ ５１０９に規定するもの。 

 2) ＤＳＰ Ｋ ５３０６に規定するもので３種３７０３灰色のもの。 

 

C.7 試験片の調整 

a) 試験片はあらかじめアセトンで浸せきし乾燥後ブチルアルコール４０ｍＬ，イソプロピルアルコール３０ｍＬ蒸留水２０ｍＬ及

びりん酸１０ｍＬの混合液で浸せき脱脂し，はけ（刷毛）洗いを行った後，脱イオン水で水洗後乾燥する。 

b) 試験片の塗装は，表Ｃ．１のとおりとする。 

表Ｃ．１ 

下 塗 り 塗 装 上 塗 り 塗 装 （２ 回 塗 り） 

試験片 下塗り塗装 
次の塗装前の最小

乾燥時間 
表面の塗料 塗装後の乾燥時間 乾燥時間 

１ 
航空機用ジンクロメー

トプライマー 
１ｈ 

航空機用ラッカ

ーエナメル 
６ｈ以内 ２４ｈ以上 

塗 膜 圧    ５～１０μｍ 塗 膜 圧    １０～１３μｍ／回 
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C.8 鉛筆のしん（芯）の調整  鉛筆のしんは，各硬度別に１㎝程度出るように削り，しんは水平面に直角になるように研磨紙 

で調整する。（図Ｃ．１のとおり） 

 

 

図Ｃ．１ 

 

C.9 操作 

a) 塗装した試験片の中央部にドラフティングテープを貼り，その片面に試料を塗布する。（塗布，未塗布を区分して塗布す

る。） 

b) 塗布後は，試験片を水平にして１５分間放置した後，約５００ｍＬの蒸留水又は脱イオン水で洗浄し，２４時間常温で乾燥す

る。 

c) 塗装面の処理，未処理の両表面を塗膜用鉛筆引かき試験機を用い，鉛筆のしんの柔らかい方から堅い方に順次４５°の

角度（附属書Ｃ 図２のとおり）で荷重を掛けながら塗面を走らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｃ．２ 

 

C.10 判定基準   

膜が切れる芯の硬さを対比し，未処理面より鉛筆の硬度が一つ柔らかいものより劣らない程度のものを合格とする。 
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附属書 D 

（規定） 

 非塗装面への影響試験方法 

D.1 適用範囲 

この附属書は，非塗装面への影響試験方法について規定する。 

 

D.2 試験方法の概要 

洗浄剤に浸せきした部分としなかった部分とを比較して表面の変化等を観察し評価する。 

 

D.3 試料 

洗浄剤溶液（１０Ｖ／Ｖ％）１００ｍＬ 

 

D.4 装置 

a) 恒温器 対流式及び循環式で，６５±２℃の温度を保持できるもの。 

b) 温度計 温度測定範囲０～１５０℃ 

 

D.5 試験片 

a) 材質 

1) アルミニュウム板 ＪＩＳ Ｈ ４０００（Ａ７０７５ＰＣ，Ｔ－６），ＳＡＥ ＡＭＳ－ＱＱ－Ａ－２５０／１３又は 

ＳＡＥ ＡＭＳ ４０４９ 

2) チタニウム板  ＭＩＬ－Ｔ－９０４６の６Ａ１－４Ｖ 

b) 寸法 

長さ約１５㎝，幅約５㎝，厚さ約０．１～０．５㎝ 

 

D.6 試薬 

a) ２－ブタノン  ＪＩＳ Ｋ ８９００ 

b) パークロロエチレン  ＪＩＳ Ｋ １５２１ 

 

C.7 操作 

a) 試験片の表面の不純物を除去するため，２－ブタノンで洗浄し，パークロロエチレンの蒸気脱脂を行う。 

b) 試験片の約半分を洗浄剤溶液中に３～５分間浸せきする。 

c) 試験片を４５度の傾斜に立て掛け，温度６５±２℃の恒温器の中で３０分間乾燥する。 

d) 乾燥した試験片を１５分以内に蒸留水で１分間洗浄し，乾燥する。 

e) 更に１５秒間洗浄ボトルで脱イオン水を流しかける。 

f) 自然乾燥を３０分間行う。 

 

D.8 判定基準 

試験片の洗浄後に浸せきした部分としなかった部分とを比較して表面の変化，腐食がなく，残さ量が少ない場合を合格とす

る。 
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附属書Ｅ 

（規定） 

安定度試験方法 

E.1 適用範囲 

この附属書は，安定度試験方法について規定する。 

 

E.2 試験方法の概要   

洗浄剤原液に温度を加え又は冷却して，液が分離しないことを観察する。また，硬水を加えた場合の混濁の状態を観察する。 

 

E.3 試料 

a) 熱安定度  洗浄剤原液 ２００ｍＬ 

b) 硬水安定性  洗浄剤原液（２５Ｖ／Ｖ％） ２００ｍＬ 

 

E.4 装置 

a) 熱安定性用恒温器  対流式で，６０±３℃が保持できるもの。 

b) 冷安定性用恒温器  対流式で，－１８±５℃が保持できるもの。 

c) 硬水安定性用 

1) 恒温器  対流式で，２５±３℃が保持できるもの。 

2) はかり  感度０．１ｍｇ以上の精度のもの。 

3) 混濁測定器  ヘリーゲの混濁測定器又は同等の性能を有するもの。 

 

E.5 試薬 

a) 酢酸カルシウム  ＪＩＳ Ｋ ８３６４ 

b) 硫酸マグネシウム  ＪＩＳ Ｋ ８９９５ 

 

E.6 操作及び判定基準 

a) 熱安定性試験  

試料５０ｍＬを５０ｍＬ栓付メスシリンダーに採取し，６０±３℃に暖めた恒温器に６時間浸せきした後，試料が分離又は層化の

区分がない場合を合格とする。 

b) 冷安定性試験 

1) 試料５０ｍＬを試験管に採取し，－１８±５℃に冷却した冷却器に１時間浸せきした後，室温に戻す。 

2) 試験管に栓をし，５回ひっくり返してから試料の均一性について調べたとき，試料が分離又は層化の区分がないものを

合格とする。 

c) 硬水安定性試験 

1) 沸騰させた蒸留水１Ｌに０．４±０．００５ｇの酢酸カルシウムと，０．２８±０．００５ｇの硫酸マグネシウムを溶かして硬水 液

を調整する。 

2) 試料５ｍＬをそれぞれ３本５０ｍＬ栓付メスシリンダーに採取し，１）で調整した硬水４５ｍＬを加え，２５±３℃に保った恒温

器の中で２４時間保持する。それぞれの栓付メスシリンダーを５回ひっくり返す。 

3) 混濁の状態をヘリーゲの混濁測定器又は同等の装置で測定し，混濁は二酸化けい素（ＳｉＯ２）に換算し，１００万分の １

０の含有量相当以下のものを合格とする。 
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附属書Ｆ 

（規定） 

乳化性試験方法 

F.1 適用範囲 

この附属書は，乳酸化試験方法について規定する。 

 

F.2 試験方法の概要 

洗浄剤溶液に灯油を加え強く振動した場合に遊離油がなく，遊離水がわずかであることを確認する。   

 

F.3 試料 

洗浄剤溶液（２５Ｖ／Ｖ％）２５ｍＬ 

 

F.4 試薬 

灯油ＪＩＳ Ｋ ２２０３の２号のもの。 

 

F.5 操作 

試料１０ｍＬを５０ｍＬ栓付メスシリンダーに採取し，更に３０ｍＬの灯油を加え，静かに１０回ひっくり返した後１５秒静置した後

再び同様な操作を繰り返す。 

 

F.6 判定基準 

a) 室温で６時間静置したとき乳化物に遊離油を認めてはならない。また，遊離水は２ｍＬ以下を合格とする。 

b) 試験は，繰り返し２回行い，その平均を報告する。 
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附属書Ｇ 

（規定） 

 発泡性試験方法 

G.1 適用範囲 

この附属書は，発泡性試験方法について規定する。 

 

G.2 試験方法の概要 

洗浄剤溶液を強く振動し６分間静置した場合に泡が消えないことを確認する。 

 

G.3 試料 

a) 洗浄剤原液 １００ｍＬ 

b) 標準硬水 １Ｌ（附属書Ｅ安定度試験方法 E.6 1）a)の要領で調整したもの。） 

 

G.4 装置  

Eberbach Corp・Model８４７０又は相当品 

 

G.5 操作 

a) 洗浄剤を標準硬水で１０倍に希釈する。 

b) 外径が９．５㎝で容量が５００ｍＬのブレンダーに希釈液１００ｍＬを入れる。 

c) ブレンダーを８，０００±１，０００ｒｐｍで２分間運転する。 

 

G.6 判定基準 

運転停止後６分間静置し，泡が消滅せず，容器の底から液体部分が８０ｍＬ未満であること。 
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附属書Ｈ 

（規定） 

高温腐食性試験方法 

H.1 適用範囲 

この仕様書は，高温腐食性試験方法について規定する。 

 

H.2 試験方法の概要  

アルミニウム片，マグネシウム片等の試験片を洗浄剤溶液に高温（約６０℃）で浸せきした場合の腐食反応を試験する。 

 

H.3 試料 

a) 洗浄溶液（１０Ｖ／Ｖ％） ４０００ｍＬ 

b) 洗浄溶液（２５Ｖ／Ｖ％） ４０００ｍＬ 

 

H.4 装置 

a) 腐食試験器 図Ｈ．１に一例を示す。 

b) はかり 感度０．１ｍｇ以上の精度を有するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｈ．１ 

H.5 試験片 

a) 材料 

1) アルミニウム板 ＪＩＳ Ｈ ４０００（Ａ２０２４ＰＣ），ＳＡＥ ＡＭＳ－ＱＱ－Ａ－２５０／５又はＳＡＥ Ａ

ＭＳ ４０４１ 

2) アルミニウム板 ＪＩＳ Ｈ ４０００（Ａ７０７５ＰＣ），ＳＡＥ ＡＭＳ－ＱＱ－Ａ－２５０／１３又はＳＡＥ 

ＡＭＳ ４０４９ 
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3) マグネシウム板  ＪＩＳ Ｈ ４２０１の１種ＭＰ１，ＳＡＥ ＡＭＳ ４３７６（ＡＺ３１Ｂ－Ｈ２６）,ＳＡＥ Ａ 

ＭＳ ４３７７（ＡＺ３１Ｂ－Ｈ２４）又はＡＳＴＭ Ｂ ９０／Ｂ ９０Ｍ－９８（ＡＺ３１Ｂ－Ｈ

２４若しくはＡＺ３１Ｂ－Ｈ２６） （ＪＩＳ Ｈ ８６５１の１種処理） 

4) 鋼板  ＪＩＳ Ｇ ３１４１（ＪＩＳ Ｈ ８６１１の４級）（ＥＰ－Ｆｅ／Ｃｄ〔３〕／ＣＭ２：Ｄ処理） 

5) チタニウム板  ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｔ－９０４６の６Ａ１－４Ｖ 

b) 寸法  

長さ約１０㎝，幅約２㎝，厚さ約０．０８㎝ 

 

H.6 試薬 

a) トルエン ＪＩＳ Ｋ ８６８０ 

b) アセトン ＪＩＳ Ｋ ８０３４ 

c) パークロロエチレン ＪＩＳ Ｋ １５２１ 

d) エチルアルコール ＪＩＳ Ｋ ８１０１ 

 

H.7 操作 

a) 試験片表面の不純物を除去するため，トルエン，アセトンで順次洗浄した後，パークロロエチレンで蒸気脱脂する。デシケ

ータ内で冷却し，０．１ｍｇまで正確にひょう量する。 

b) 試料約２００ｍＬを抽出フラスコに注ぎ，ピンセットで試験片をガス収集管に入れた後，収集管内の空気を抜き試料で管 

内を満たす。 

c) ６０±５℃に保った恒温器で６時間保持したときに発生したガス量を測定する。 

    測定したガス量は，次の式によって標準状態に換算補正する。 

                      

Ｐ                   ２７３ 

Ｖ   ＝          ×   ｖ   ×                   

７６０                ２７３＋６０ 

ここに Ｐ：気圧（測定値）ｍｍＨｇ 

ｖ：実測ガス発生量ｍＬ 

Ｖ：ガス発生量ｍＬ 

 

d) 試験片を取り出し，蒸留水，エチルアルコールですすぎ，乾燥後デシケータ内に保存する。０．１ｍｇまで正確にひょう量

し，質量変化を測定する。 

e) 試験片の表面を未使用の試験片と対比し，へこみ，汚染，変色などの表面の変化を調べる。 

 

H.8 判定基準 判定は，表Ｈ．１による。 

表Ｈ．１
 

試 験 片 
ガス発生量 

     ｍＬ 

質量変化 

     ｍｇ 
表 面 の 変 化 

アルミニウム板 １ 以下 １ 以下 へこみや汚染，変色を認めないこと。 

マグネシウム板 ３ 以下 ２ 以下 へこみや汚染を認めないこと。ただし，脱色

は，判定対象外とする。 銅板 １ 以下 １ 以下 

チタニウム板 １ 以下 １ 以下 へこみや，変色を認めないこと。 
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附属書Ⅰ 

（規定） 

合わせ板腐食性試験方法 

I.1 適用範囲  

この附属書は，合わせ板腐食性試験方法について規定する。 

 

I.2 試験方法の概要  

アルミニウムの試験片を，ろ紙を挟んで洗浄溶液と標準液に浸し，恒温恒湿器に入れて液の濃度及び時間を変えて表面の

腐食の状態を比較観察する。 

 

I.3 試料 

a) 洗浄剤原液  ２０ｍＬ 

b) 洗浄剤溶液 （２５Ｖ／Ｖ％） ２０ｍＬ 

 

I.4 装置  

恒温恒湿器 温度３８±２℃，湿度５０～９５％が保持できるもの。 

 

I.5 試験片 

a) 材質 

 1) アルミニウム板 ＪＩＳ Ｈ ４０００（Ａ２０２４ＰＣのＴ－３），ＳＡＥ ＡＭＳ－ＱＱ－Ａ－２５０／５ 又は 

ＳＡＥ ＡＭＳ ４０４１ 

 2) アルミニウム板 ＪＩＳ Ｈ ４０００（Ａ７０７５ＰＣのＴ－６），ＳＡＥ ＡＭＳ－ＱＱ－Ａ－２５０／１３ 又は 

ＳＡＥ ＡＭＳ ４０４９ 

b) 寸法 

長さ約１０㎝，幅約５㎝，厚さ約０．０８㎝ 

 

I.6 試薬及び材料 

a) りん酸水素二ナトリウム ＪＩＳ Ｋ ９０１９ 

b) トルエン ＪＩＳ Ｋ ８６８０ 

c) アセトン ＪＩＳ Ｋ ８０３４ 

d) メタけい酸ナトリウム１種 ＪＩＳ Ｋ １４０８ 

e) パークロロエチレン ＪＩＳ Ｋ １５２１ 

f) トライトン×１００（ＲＯＨＭ ＡＮＤ ＨＡＡＳ製） 

g) エチレングリコールモノエチルエーテル（工業品） 

h) ろ紙，ガラス繊維 ＧＬＡＳＳ ＭＩＣＲＯ ＦＩＬＴＥＲＳ 

寸法 長さ約９㎝， 幅約４㎝ （Ｗｈａｔｍａｎ ＧＦ／Ａ又は同等品） 

 

I.7 試験方法 

a) 試験片は，あらかじめトルエン，アセトンと順次洗浄後パークロロエチレンの蒸気脱脂を行い，デジケータ内で冷却する。 

b) 標準液の配合は，表Ｉ．１による。 
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表Ｉ．１
 

組          成 量 ｇ 

   りん酸水素二ナトリウム・１２水    ５０ 
   メタけい酸ナトリウム １種    １０ 
   トライトン×１００    ２０ 
   エチレングリコール モノエチルエーテル    ６０ 
      蒸留水    ８６０ 
                   計   １０００ 

 

c) 操作 

1) 試験片の中央にろ紙を置き，１ｍＬの試料でろ紙を均一にぬらす。 

2) 同質の試験片を重ね輪ゴムで中央のろ紙が動かないように固定する。 

3) 試験片及び試験液の組み合わせは，表Ｉ．２のとおりとし，前記１），２）と同じように固定する。 

表Ｉ．２
 

 試験液 試 験 片 

 

 試験液 試 験 片 

Ａ 試 料 

２５Ｖ／Ｖ％ 

ＪＩＳ Ｈ ４０００ 

上板 Ａ２０２４ＰＣ 

下板 Ａ２０２４ＰＣ 
Ａ－１ 標準液 

２５Ｖ／Ｖ％ 

ＪＩＳ Ｈ ４０００ 

上板 Ａ２０２４ＰＣ 

下板 Ａ２０２４ＰＣ 

Ｂ 試 料 

２５Ｖ／Ｖ％ 

ＪＩＳ Ｈ ４０００ 

上板 Ａ７０７５ＰＣ 

下板 Ａ７０７５ＰＣ 
Ｂ－１ 標準液 

２５Ｖ／Ｖ％ 

ＪＩＳ Ｈ ４０００ 

上板 Ａ７０７５ＰＣ 

下板 Ａ７０７５ＰＣ 

Ｃ 試 料 

原 液 

ＪＩＳ Ｈ ４０００ 

上板 Ａ２０２４ＰＣ 

下板 Ａ２０２４ＰＣ 
Ｃ－１ 標準液 

原 液 

ＪＩＳ Ｈ ４０００ 

上板 Ａ２０２４ＰＣ 

下板 Ａ２０２４ＰＣ 

Ｄ 試 料 

原 液 

ＪＩＳ Ｈ ４０００ 

上板 Ａ７０７５ＰＣ 

下板 Ａ７０７５ＰＣ 
Ｄ－１ 標準液 

原 液 

ＪＩＳ Ｈ ４０００ 

上板 Ａ７０７５ＰＣ 

下板 Ａ７０７５ＰＣ 

 

4) 重ね合わせた試験片を水平に保ったまま恒温恒湿器に入れ，表Ｉ．３のとおり試験を行う。 

表Ｉ．３ 

日 試験片 

番 号 
試験時間 

（時間） 
温 度 

℃ 
湿 度 

％ 

１ 
１ ５±０．５ 

３８±２ 

５０±５ 
２ １６±０．５ ９５以上 

２ 
３ ８±０．５ ５０±５ 

４ １６±０．５ ９５以上 

３ 
５ ８±０．５ ５０±５ 
６ １６±０．５ ９５以上 

４ 
７ ８±０．５ ５０±５ 
８ １６±０．５ ９５以上 

５ 
９ ８±０．５ ５０±５ 

１０ １６±０．５ 
９５以上 ６ １１ ２４±０．５ 

７ １２ ２４±０．５ 
 

I.8 判定基準 

試料と標準液を使用したそれぞれの試験片を目視により比較した結果，試験片が標準液仕様の試験片より腐食変色の度合

いが同等又は少ないものを合格とする。 
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附属書Ｊ 

（規定） 

 浸せき腐食試験方法 

J.1 適用範囲 

この附属書は，浸せき腐食試験方法について規定する。 

 

J.2 試験方法の概要 

試験片をひょう量し，質量変化量及び試験片の状態を調べる。 

 

J.3 試料 

a) 洗浄剤原液 １５００ｍＬ  

b) 洗浄剤原液 （１０Ｖ／Ｖ％）  １５００ｍＬ 

 

J.4 装置  

密閉可能なガラスびん容量 １００ｍＬ 

 

J.5 試験片 

a) 材質 表Ｊ．１による。 
表Ｊ．１ 

 

 材   質 規     格 
質量変化率 

（mg／ cm２ 24H) 

１ アルミニウム ＪＩＳ Ｈ ４０００（Ａ７０７５ＰＣ），ＳＡＥ ＡＭＳ－ＱＱ－

Ａ－２５０／１３又はＳＡＥ ＡＭＳ ４０４９ ０．０４ 

２ マグネシウム 

ＪＩＳ Ｈ ４２０１の１種ＭＰ１，ＳＡＥ ＡＭＳ ４３７

６（ＡＺ３１Ｂ－Ｈ２６），ＳＡＥ ＡＭＳ ４３７７（ＡＺ３１Ｂ－Ｈ

２４）又はＡＳＴＭ Ｂ ９０／Ｂ ９０Ｍ－９８（ＡＺ３１Ｂ－

Ｈ２４若しくはＡＺ３１Ｂ－Ｈ２６） 

（ＪＩＳ Ｈ ８６５１の１種ＭＸ１及び３種ＭＸ３の第２工程） 

０．２０ 

３ チタニウム ＳＡＥ－ＡＭＳ－Ｔ－９０４６（６Ａ１－４Ｖ） ０．０４ 
４ 冷間圧延鋼板 ＪＩＳ Ｇ ３１４１ ０．０４ 
５ カドミウムめっき ＪＩＳ Ｈ ８６１１ ０．２０ 

b) 寸法  

長さ 約５㎝，幅 約２．５㎝，厚さ ０．０８～０．１６㎝  

c) 枚数  

各材質４枚 

 

J.6 操作 

a) 試験片の表面の不純物を除去するため，２－ブタノンで洗浄し，パークロロエチレンの蒸気脱脂を行う。 

b) 試験片を乾燥させたデシケーター内で１５分間冷却し，質量を０．１ｍｇまで正確にひょう量する。（質量Ａ） 

c) 試験片を試料（１００ｍＬ）の中に１板ずつ完全に浸せきし，次の条件で試験を行う。 

      温度：３５±１℃    時間：１６８時間 

d) 試験後の試験片を温水（４９～６０℃）で洗浄後，さらにアセトンで洗浄し乾燥する。 

e) 試験片の質量を質量０．１ｍｇまで正確にひょう量する。（質量Ｂ） 
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f) 次の式によって質量変化を算出する。結果は３枚の平均値とする。 

（ Ａ－Ｂ ）
 

質量変化量（ｍｇ／ｃｍ２ ２４Ｈ） ＝         
 

                       
          ７×２８．２

 

 

J.7 判定基準  

試験片と比較して表面に次の異常が認められず，質量変化量が表中の質量変化量以下を合格とする。 

a) 変色，曇りや付着物がないこと。（ただし，マグネシウム及びカドミウムめっきの脱色程度は，合格とする。） 

b) エッチング，ピッティングの部分的な腐食がないこと。
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附属書Ｋ 

（規定） 

水素ぜい性試験方法 

K.1 適用範囲 

この附属書は，水素ぜい性試験方法について規定する。 

 

K.2 試験方法の概要  

洗浄剤中に荷重を掛けた試験片を一定時間浸せきするか又はその後一定時間空気中にさらすことによって洗浄剤中の水

素を吸収し試験片がぜい化するか否か確認する。 

 

K.3 試料 

a) 洗浄剤原液 １０００ｍＬ 

b) 洗浄剤原液 （１０Ｖ／Ｖ％） １０００ｍＬ 

 

K.4 装置 

a) 試験片 ＡＳＴＭ Ｆ ５１９の Ｔｙｐｅ １ｃ ，Ｔｙｐｅ １ｄ 又は Ｔｙｐｅ ２ａ 

b) プラスチック容器 

 

K.5 操作  

試験片について洗浄剤原液と洗浄剤溶液で次の試験を行う。 

a) 試験片 Ｔｙｐｅ １ｃ，１ｄ の場合 

プラスチック容器に洗浄剤を入れ，予備破壊加重の６５％の荷重を掛けた試験片を洗浄剤中に１時間浸せき後取出し， 

刻み目を下にして空気中に９９時間放置する。 

b) 試験片 Ｔｙｐｅ ２ａ の場合 

プラスチック容器に洗浄剤を入れ，リングの中にバーを押し入れた試験片を洗浄剤中に１５０時間浸せきする。 

 

K.6 判定基準  

いずれの方法でも原液及び溶液について３個づつ試験して，試験期間中に試験片が破壊した場合は不合格とする。 
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附属書Ｌ 

（規定） 

アクリル樹脂板に与える影響の試験方法 

L.1 適用範囲 

この附属書は，アクリル樹脂板に与える影響の試験方法について規定する。 

 

L.2 試験方法の概要 

荷重を掛けたアクリル樹脂板に洗浄剤を含ませたガーゼ等を２４時間当てたとき，アクリル樹脂板にひび又は腐食が発生する

か否かを確認する。 

 

L.3 試料 

洗浄剤原液 ５０ｍＬ 

 

L.4 装置 

おもり 精度１ｇ単位で質量が調整可能なもの。 

 

L.5 試験片 

a) 材質 アクリル樹脂板 ＭＩＬ－Ｐ－２５６９０ 

b) 寸法 長さ 約１７．８㎝，幅 約２．５㎝，厚さ 約０．６５㎝ 

 

L.6 試薬 

エチルアルコール ＪＩＳ Ｋ ８１０１ 

 

L.7 操作 

a) 試験片の表面をエチルアルコールを含ませたガーゼ又はフランネルで軽くふく。 

b) 支柱を 図Ｌ．１のように固定し，フック又は糸で１０分間荷重を掛け光を当て，ひび又はクラックの有無を確認する（ひび，

クラックが発生している場合は試験片としない。） 
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荷重 ２０．６ＭＰａの外側の線応力 

荷重（ｇ）＝Ｗ×Ｔ２×３．４５ 

ここに Ｗ：板の幅（０．１㎜まで測定する。） 

Ｔ：板の厚さ（０．１㎜まで測定する。） 

許容誤差 厚さ±０．６㎜  幅及び長さ±０．８㎜とする。 

 

図Ｌ１ 

 

c) ３枚のアクリル樹脂板に各々２０．６Ｍｐａの荷重を掛けた状態で支点上の表面に約２㎝×２㎝程度のガーゼ又はフランネル 

に試料を含ませ，２４時間乾燥させないよう試料を滴下する。 

d) 水を含ませたガーゼ又はフランネルで表面を軽くこすり水洗いする。乾いたガーゼ又はフランネルで拭き乾かす。 

e) 荷重下の状態で光を板の下の方から当て，ひび又はクラックの有無を確認する。 

 

L.8 判定基準  

アクリル板にひび，クラック及び表面に腐食のある場合を不合格とする。 
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附属書Ｍ 

（規定） 

無機ガラスに与える影響試験方法 

M.1 適用範囲 

この附属書は，無機ガラスに与える影響試験方法について規定する。 

 

M.2 試験方法の概要 

無機ガラス上に滴下した洗浄剤溶液を一定温度，一定湿度に保ち３時間後に水洗いした場合，ガラス上の残さ，浸食の有

無を確認する。 

 

M.3 試料 

a) 洗浄剤溶液（２５Ｖ／Ｖ％） １０ｍＬ 

b) 洗浄剤溶液（１０Ｖ／Ｖ％） １０ｍＬ 

 

M.4 装置 

a) 恒温恒湿器 対流式又は循環式で３８±２℃の温度と４０％以上の湿度が保持できるもの。 

b) 恒温器   対流式又は循環式で４５±２℃が保持できるもの。 

 

M.5 試験片 

a) 材質  ガラス板ＪＩＳ Ｒ ３２０２のフロート板ガラス 

b) 寸法  長さ 約１０㎝，幅 約５㎝，厚さ 約０．２㎝ 

 

M.6 操作 

a) ガラス板を中性洗剤でよく洗浄した後水洗いし，温度４５±２℃の恒温器で２時間暖めた後２４時間室温に放置する。 

b) ガラス板を 図Ｍ．１のように４５°に立て掛け，試料ａ），ｂ）の２種類を別々の１ｍＬメスピペットに吸い取り０．０５ 

ｍＬずつをガラス板に滴下させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｍ．１ 

 

c) 試験片は４５°傾斜のまま温度３８±２℃湿度（５０±５）％に保った恒温恒湿器で２時間保持する。 
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d) 試験片を再度３８±２℃，湿度を９５％以上に保った恒温恒湿器で３時間保った後，試験片をガーゼ又は柔らかい布で軽 

くこすりながら水洗いする。 

 

M.7 判定基準 

ガラス表面に残さ，浸食の跡のない場合を合格とする。ただし，試料を滴下したとき，外部輪郭の軽度の残さ又は浸食は判

定外とする。 
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附属書Ｎ 

（規定） 

残さのすすぎ落とし性試験方法 

N.1 適用範囲 

この附属書は，残さのすすぎ落とし性試験方法について規定する。 

 

N.2 試験方法の概要 

アルミニウムの皿に洗浄剤溶液を入れ乾燥後水洗いし，残さや汚れ及びアルミニウム皿の質量変化を確認する。 

 

N.3 試料  

洗浄剤原液を附属書Ｅ安定度試験方法の E.6ｃ)1)の要領で調整した標準硬水による希釈度（２５Ｖ／Ｖ％）の液 １００ｍＬ 

 

N.4 装置 

a) アルミニウム皿 ＪＩＳ Ｈ ４０００のＡ７０７５ＰＣ Ｔ－６又はＣＥＮＣＯ ＣＡＴＡＬＯＧ １２７２０ 

b) 恒温器 対流式及び循環式で，６８±２℃の温度を保持できるもの。 

c) はかり 感度０．１ｍ以上の精度を有するもの。 

d) はけ 材質は豚毛，毛足は４～６㎝で太さは直径２．５㎝ 

 

N.5 試薬 

a) 酸化クロム 附属書Ｔによる。 

b) りん酸 ＪＩＳ Ｋ ９００５ 

N.6 操作 

a) アルミニウム皿の表面処理及び洗浄処理は，付着した不純物を除去するため，酸化クロム２１ｇと，りん酸３６ｇを蒸留水で

溶かし１Ｌにし，この液を沸騰させた中にアルミニウム皿６枚を１５分間浸せきす洗浄した後蒸留水ですすぎ乾燥させ，０．

１ｍｇまでひょう量する。 

b) アルミニウム皿３枚に試料１０ｍＬずつ採取し，温度６８±２℃に保持された恒温器で，７時間３０分蒸発乾燥させた後，デシ

ケーター内で冷却後０．１ｍｇまでひょう量する。 

c) アルミニウム皿に水道水（５～６Ｌ／分）を口径９㎜のガラス管から流しかけを１分間行った後，はけで流水下ブラッシングを

１分間行う。最後に蒸留水で，十分にすすぎ，恒温器で乾燥する。 

 

N.7 判定基準 

a) 残さ 

1) 目視により，白色残さや汚れのないものを合格とする。 

2) 質量変化が±０．２ｍｇ以下のものを合格とする。 

b) アルミニウム皿（試験用皿）の変色 

アルミニウム皿が変色した場合は不合格とする。 
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附属書Ｏ 

（規定） 

洗浄剤の筋残り試験方法 

O.1 適用範囲 

この附属書は，洗浄剤の筋残り試験方法について規定する。 

 

O.2 試験方法の概要 

洗浄剤溶液と標準液を試験液に滴下させ，こん（痕）跡，腐食，残さを目視により対比する。 

 

O.3 試料 

洗浄溶液（２５Ｖ／Ｖ％）１０ｍＬ 

 

O.4 装置 

恒温恒湿器３８±２℃の温度と５０％～１００％の湿度が保持できるもの。 

 

O.5 試験片 

a) 材質 アルミニウム板 ＪＩＳ Ｈ ４０００ （Ａ７０７５ＰＣ Ｔ－６），ＳＡＥ ＡＭＳ－ＱＱ－Ａ－２５０／１３

又はＳＡＥ ＡＭＳ ４０４９ 

b) 寸法 長さ１０㎝，幅５㎝，厚さ約０．１㎝ 

 

O.6 試薬 

a) トルエン ＪＩＳ Ｋ ８６８０ 

b) アセトン ＪＩＳ Ｋ ８０３４ 

c) パークロロエチレン ＪＩＳ Ｋ １５２１ 

d) りん酸三ナトリウム・１２水 ＪＩＳ Ｋ ９０１２ 

e) トライトンＸ１００ 

f) エチレングリコールモノエチルエーテル 

 

O.7 操作 

a) 表面の不純物を除去するため，トルエン，アセトンと順次洗浄を行い，次にパークロロエチレンの蒸気脱脂を行う。 

b) 標準液の配合は，表Ｏ．１による。 

表Ｏ．１ 

組        成 量（ｇ） 

りん酸三ナトリウム・１２水    １００ 

トライトンＸ１００     ２０ 

エチレングリコールモノエチルエーテル     ６０ 

蒸留水又は純水    ８２０ 

計   １０００ 



３４ 

Ｋ ３１０１C 

c) 試験片を４５°の傾斜に立掛け，１ｍＬのメスピペットで試料０．０５ｍＬを滴下する。滴下場所から２㎝以上間隔を開けた

位置に標準液の２５％溶液０．０５ｍＬを１ｍＬメスピペットで滴下する。このままの状態で温度３８±２℃湿度（５０±５）％の

恒温恒湿器の中で２時間乾燥後湿度を９０～１００％に上げ３時間保温の後，水洗，乾燥（室温）させ試料のこん跡，腐

食，残さを標準液と試料を目視により対比する。 

 

O.8 判定基準 

試料を標準液と対比したとき，表面の変化，腐食が無く残さ量が少ない場合を合格とする。 
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附属書Ｐ 

（規定） 

塩膜表面への影響試験方法 

P.1 適用範囲 

この附属書は，塩膜表面への影響試験方法について規定する。 

 

P.2 試験方法の概要 

洗浄剤に合成海水を噴霧した試験片を浸せきした後，蒸留水ですすぎ落とし調べる。 

 

P.3 試料 

洗浄剤１０倍希釈液 １００ｍＬ 

 

P.4 装置 

噴霧器 

 

P.5 試験片 

試験片及び試験片の塗装は，附属書Ｃによる。 

 

P.6 合成海水の配合 

合成海水の配合は，表Ｐ．１による。 

 表Ｐ．１ 

組               成 量（ｇ／Ｌ） 

塩化ナトリウム    （ＪＩＳ Ｋ ８１５０）塩化ナトリウム（試薬） ５０ 

塩化マグネシウム （ＪＩＳ Ｋ ８１５９）塩化マグネシウム（試薬） ２２ 

塩化カルシウム   （ＪＩＳ Ｋ ８１２２）塩化カルシウム（２水塩）（試薬） ３．２ 

硫酸ナトリウム    （ＪＩＳ Ｋ ８９８７）硫酸ナトリウム（無水）（試薬） ８．０ 

 

P.7 操作 

a) 試験片の塗装面を上にして水平に置き，合成海水を噴霧する。 

b) 均一に合成海水を噴霧された板を水平にして３８±２℃で３０分間乾燥する。 

c) 乾燥した試験片の下半分を試料の中にかき混ぜることなく１０分間浸せきし，取り出した後自然乾燥する。 

d) 乾燥した試験片を緩やかに蒸留水で洗浄し乾燥する。 

 

P.8 判定基準  

試験片の洗浄液に浸せきした部分としなかった部分とを比較して，すすぎ落とせない皮膜が残っていないこと。 
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附属書Ｑ 

（規定） 

ポリイミド線への影響試験方法 

Q.1 適用範囲 

この附属書は，ポリイミド線への影響試験方法について規定する。 

 

Q.2 試験方法の概要 

ポリイミド線を洗浄剤原液の中に放置し，腐食性及び絶縁性を調べる。 

 

Q.3 試料  

a) 洗浄剤原液 １００ｍＬ 

b) 蒸留水 １００ｍＬ 

 

Q.4 装置 

a) 交流耐電圧試験器 

b) マンドレル（直径０．３㎝） 

c) 広口瓶 ： １１８ｍＬ 

 

Q.5 試験材 

ポリイミド線 ： ＭＩＬ Ｗ ８１３８１ 

 

Q.6 操作 

a) 予備試験 

1) コイルをマンドレルに二重に巻き付ける。 

2) １分間２５００Ｖの交流電圧をかけて絶縁耐力を確認する。 

b) 洗浄剤による影響試験 

1) ポリイミド線（６０㎝）をコイル状にして広口瓶に入れ，洗浄剤原液を満たす。 

2) 広口瓶にふたをして，１４日間室温状態で放置する。 

3) 放置後コイルを取り出し，静かに水洗いし完全に乾燥させる。 

4) コイルをマンドレルに二重に巻き付ける。 

5) 異常が認められなかったら，１分間２５００Ｖの交流耐電圧試験を行う。 

c) 蒸留水による影響試験 

洗浄原液のかわりに蒸留水を用いて b)と同様の操作を行う。 

 

Q.7 判定基準 

a) 洗浄原液と蒸留水を使用したそれぞれの試験材を目視により対比した結果，試料を使用した試験材が蒸留水を使用した

試験材よりクラック，変色，溶解等の異常，破壊，破損が同等又は少ない場合を合格とする。 

b) ２５００Ｖの交流絶縁耐力であれば合格とする。ただし，２５００Ｖ以下の交流絶縁耐力の場合は，蒸留水を使用した試験材

と比較して同電圧以上であれば合格とする。 
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附属書Ｒ 

（規定） 

実用的洗浄性試験方法 

R.1 適用範囲 

この附属書は，実用的洗浄性試験方法について規定する。 

 

R.2 試験方法の概要 

洗浄剤原液と標準液を航空機に使用し洗浄能力を調べる。 

 

R.3 試料 

洗浄剤原液 １８Ｌ 

 

R.4 洗浄面 

航空機エクゾースト・トラック及び白色塗装面 
 

R.5 試験容器材 

ブラシ（種類等は 表Ｒ．１による） 
表Ｒ．１ 

種類 毛     質 
寸   法 ㎝ 

縦 横 毛足 
Ａ 豚 １２．５ ８ ６ 
Ｂ メキシコファイバー ５ １４ １．８ 
Ｃ メキシコファイバー ２５ １４ ３ 

 

R.6 試薬及び材料 

a) ｐＨ試験紙 g) ジプロピレングリコールモノメチルエーテル 

b) りん酸三ナトリウム・１２水 ＪＩＳ Ｋ ９０１２ h) ベンゾトリアゾール 

c) トライトンＸ１００  i) ホスタコーア２０９８ 

d) エチレングリコールモノエチルエーテル j) モルホリン 

e) イゲパールＣＯ－６３０  k) 酢酸 ＪＩＳ Ｋ ８３５５ 

f) 灯油２号 ＪＩＳ Ｋ ２２０３ l) 包装用布粘着テープ（以下，テープという。） 

ＪＩＳ Ｚ １５２４ g) モナミッド１５０－Ｗ 

 

R.7 標準液の配合  

a) 標準液の配合は， 表Ｒ．２及び 表Ｒ．３による。 
    表Ｒ．２－１種用                  表Ｒ．３－２種用 

 組    成 量（ｇ）  

 

 

 

 

組    成 量（ｇ）  

りん酸三ナトリウム・１２水  １００ イゲパールＣＯ－６３０ １００ 

a) トライトン×１００   ２０ モナミッド１５０－Ｗ   ５０ 

エチレングリコールモノエチルエーテル   ６０ ジプロピレングリコールモノメチルエーテル １００ 

蒸留水又は純水  ８２０ 蒸留水又は純水 ７１５ 

b) 
計 １０００ ベンゾトリアゾール ５ 

ホスタコーア２０９８ ２０ 

モルホリン １０ 

計 １０００  
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b) ２種用の標準液は，a)を配合後、酢酸でｐＨを８．０に調整し b)を配合する。 

c) ２種用の最終ｐＨは，８．５～９．５とする。 

 

R.8 洗浄方法 

a) 白色塗装面の洗浄 

1) 試験面は，長さ６０㎝，幅５０㎝以上の面積に均一な汚れ面を有する白色塗装されたものを使用する。 

2) 洗浄方法は，試料（２５Ｖ／Ｖ％）と標準液（１０Ｖ／Ｖ％）で対比する。試験面の塗装面の中央部分にテープを張り付け

試料による洗浄面と標準液による洗浄面とを区分して洗浄する。 

3) 操作は 表Ｒ．４による。 

表Ｒ．４ 

手  順 作  業  内  容 

１ 試料等の塗布 

 

試料をブラシ（Ａ）で試験面の   の面積（テープで区分）に塗布する。残りの                    

にも同じように標準液を塗布する。 

 （以下，標準液も試料と同じ操作をする。） 

２ 浸 透 塗布後３分間放置 

３ 洗 浄 試料をブラシ（Ｂ）に含ませ約３０秒（１００往復）軽くブラッシングを行う。 

４ 水 洗 
試験面に水を掛けながらブラシ（Ｃ）を使い，軽くこすりながら水圧のかからないよう約

３０秒水洗いする。 

５ ｐＨ 測 定 水洗い後約１５秒経過してから試験面の表面にｐＨ試験紙を当てｐＨを測定する。 

６ 乾 燥 
乾燥時間を短縮するため洗浄面を清浄なガーゼ又はフランネルでふき取り室温で

乾燥後，中央のテープを除去する。 

７ 検 査 試料及び標準液による洗浄部分を目視により対比し，清浄効果を比較する。 

 

b) エクゾースト・トラックの清浄 

1) 試験面は，長さ４０㎝，幅３０㎝以上の面積に均一な汚れ面を有するものを使用する。 

2) 洗浄方法は，試料（５０Ｖ／Ｖ％）と標準液（２５Ｖ／Ｖ％）で対比する。試験面の中央部分にテープを張り付け試料による

洗浄面と標準液による洗浄面とを区分して洗浄する。 

3) 操作は， 表Ｒ．５による。 

表Ｒ．５ 

手    順 作        業        内        容 

１ 
前処理 

（溶剤の塗布） 
灯油２号をブラシ（Ａ）で全面塗布する。 

２ 浸 透 塗布後３分間放置 

３ 溶剤による洗浄 試料をブラシ（Ｂ）に含ませて約３０秒（１００往復）軽くブラッシングを行う。 

 

― 
2 

1 
― 
2 

1 
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表Ｒ．５ （続き） 

手    順 作        業        内        容 

４ 乾 燥 乾燥時間を短縮するため洗浄面を清潔なガーゼ又はフランネルで拭き取る。 

５ 試料等の塗布 

 

試料をブラシ（Ａ）で試験面の  の面積（テープで区分）に塗布する。のこり    にも同じよ 

うに標準液を塗布する。 

（以下，標準液も試料と同じ操作をする。） 

６ 浸 透 塗布後３分間放置 

７ 洗 浄 試料をブラシ（Ｂ）に含ませて約３０秒（１００往復）軽くブラッシングを行う。 

８ 水 洗 
試験面に水を掛けながらブラシ（Ｃ）を使い軽くこすりながら水圧のかからないよう約３０秒水

洗いする。 

９ ｐＨ測定 水洗い後１５秒経過してから試験面の表面にｐＨ試験紙を当てｐＨを測定する。 

１０ 乾 燥 
乾燥時間を短縮するため洗浄面を清浄なガーゼ又はフランネルでふき取り室温で乾燥後，

中央のテープを除去する。 

１１ 検 査 試料及び標準液による洗浄部分を目視により対比し，洗浄効果を比較する。 

 

R.9  判定基準  

判定は，試料と標準液とを対比したとき 表Ｒ．６の基準に合致する場合を合格とする。 

表Ｒ．６ 

項 目 判  定  基  準 評価方法又は規定 

白色塗装面 

a) 塗装面の影響 

標準液と対比し，ツヤ，変色が劣らないこと。 

b) 汚れ面での効果 

   標準液と対比し，汚れの除去性能を有すること。 

c) すすぎ落とし性 

   標準液と対比し，泡切れが良くｐＨ６～８の範囲であること。 
同等又は同等以上 

エクゾースト 

・トラック面 

a) カーボン除去性 

   標準液と対比し，カーボン除去効果が劣らないこと。 

b) すすぎ落とし性 

   （白色塗装面ｃ）と同じ） 

 

R.10 その他  

R.4 及び R.5 項については，官側から航空機及び場所等の協力を受けて試験を実施することができる。 

 

― 
2 

1 
― 
2 

1 
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附属書Ｓ 

（規定） 

貯蔵安定性試験 

S.1  適用範囲   

この附属書は，貯蔵安定性試験について規定する。 

 

S.2 試験方法の概要  

洗浄剤原液を１２箇月貯蔵し，安定性を調べる。 

 

S.3 試料  

洗浄剤原液１８Ｌ（１缶）とし，容器に次の項目を明記する。 

貯蔵安定性試験 

a) 製造会社名・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

b) 製品名・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

c) 充てん年月日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

d) 低温試験期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

e) 高温試験期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

f) バッチ又はロット番号・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

g) 試験開始日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

h) 試験終了日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

S.4 貯蔵環境  

試料容器は，１０～３０℃の温度の貯蔵室におかれ，しかも全貯蔵試験期間の少なくとも８０％はこの温度内に維持貯蔵さ

れるものとする。試料容器は，移動を受けることなく静止状態に維持されるものとする。 

 

S.5 低温貯蔵環境  

試料容器は，１５日間－８±２℃で貯蔵する。低温試験期間は，貯蔵安定性試験開始後９０～１２０日の期間に行うものとす

る。 

 

S.6 高温貯蔵環境  

試料容器は，１５日間４９±１０℃で貯蔵する。高温試験期間は，貯蔵安定性試験が，２７０日経過後行うものとする。 

 

S.7 試験の完了  

１２箇月間の貯蔵試験期間完了後その試料容器は振ったり，転がしたり，転倒させたりせずに注意して貯蔵室から取り出

し，２２～２７℃の温度で４８±１時間室内に静置する。４８±１時間後，その容器を開封し，１０００ｍＬの代表試料をガラスフラ

スコに採取する。１時間静置後透過光で観察する。 
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S.8 判定基準  

試料容器に１２箇月間貯蔵された試料は，いかなる成分の沈殿物又は凝固を起こさず， 表Ｓ．１及び 表Ｓ．２に示す

試験をした結果，規定に合格しなければならない。 

表Ｓ．１－１種用         表Ｓ．２－２種用 

試  験  項  目  試  験  項  目 

１ 不溶解物質 １ 不溶解物質 

２ 個体成分 ２ 発泡性 

３ 塗装面への影響 ３ 塗装面への影響 

４ 高温腐食性 ４ 浸せき腐食性 

５ 合わせ板腐食性 ５ 合わせ板腐食性 

６ アクリル樹脂板に与える影響 ６ アクリル樹脂板に与える影響 

７ 残さのすすぎ落とし性 ７ 洗浄剤の筋残り試験 

８ 洗浄剤の筋残り試験 ８ 塩膜表面への影響 

９ 生分解度 ９ 生分解度 

１０ ｐＨ １０ ｐＨ 

１１ ＣＯＤ濃度 １１ ＣＯＤ濃度 
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附属書Ｔ 

（規定） 

 酸化クロム（Ⅵ）（試薬） 

（無水クロム酸） 

T.1 適用範囲 

この附属書は，試薬として用いる酸化クロム（Ⅵ）について規定する。 

 

T.2 性質 

この試薬は，次の性質を示す。 

a) 性状 この試薬は，暗い赤紫の潮解しやすい細い針状・りょう柱状の結晶又はフレークで，水に極めて溶けやすい。可燃

性の有機溶剤と接すると発火の危険がある。 

b) 定性反応 この試薬は，水溶液に酢酸鉛溶液を加えると，酢酸に溶けない黄色の沈殿が生じる。 

 

T.3 品質 

この試薬は，T.4 によって試験し，表Ｔ．１の規定に適合しなければならない。 

表Ｔ．１－品質 

 

項        目 規 定 値 

水溶状 限度内 

塩化物（Ｃｌ）％ ０．００５以下 

硫酸塩（ＳＯ４ ）％ ０．００５以下 

アルカリ土類及びアルカリ（硫酸塩） ％ ０．１以下 

アンモニア水で沈殿する物質 ％ ０．０３以下 

含量 ％ ９８．０以上 

T.4 試験方法  

試験方法は，次の規定による。 

a) 水溶状 限度内 

試薬２ｇ＋水（→２０ｍｌ）・・・・・・・澄明。 

b) 塩化物（Ｃｌ） ０．００５％以下 

試薬２ｇ＋水６０ｍｌ→煮沸＋酢酸ナトリウム溶液（１０Ｗ／Ｖ％）４ｍｌ ＋酢酸（１＋２）０．２ｍｌ→振り混ぜながら＋酢酸鉛溶液

（酢酸鉛８ｇ＋水２５ｍｌ）滴加→煮沸→冷却＋水（→１００ｍｌ）→ろ過→初めのろ液約３０ｍｌを捨てる→次のろ液２５ｍｌ 

（試薬０．５ｇ）＋硝酸（１＋２）５ｍｌ＋硝酸銀溶液（２Ｗ／Ｖ％）１ｍｌ→１５分間放置・・・・・・比濁・・・・・・塩化物標準液（０．０１ｍ

ｇＣｌ／ｍｌ）１０ｍｌ＋水５０ｍｌ＋酢酸ナトリウム溶液（１０Ｗ／Ｖ％）４ｍｌ＋酢酸（１＋２）０．２ｍｌ＋酢酸鉛溶液（酢酸鉛８ｇ＋水２

５ｍｌ）→煮沸→冷却＋水（→１００ｍｌ）→ろ過→初めのろ液約３０ｍｌを捨てる→次のろ液２５ｍｌ＋硝酸（１＋２）５ｍｌ＋硝酸銀

溶液（２Ｗ／Ｖ％）１ｍｌによって１５分間放置後に生じる白濁以下。 

c) 硫酸塩（ＳＯ４） ０．００５％以下 

試薬３ｇ＋水５０ｍｌ＋塩酸（２＋１）１５ｍｌ＋エチルアルコール（９５）１５ｍｌ→１時間加熱（共通すり合わせ還流冷却器を用いる）→

蒸発（アルコール及びアルデヒドを除く）＋熱水２００ｍｌ＋アンモニア水（２＋３）２０ｍｌ→水浴上加熱（アンモニア臭がなくなる 
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まで）→冷却＋水（→３００ｍｌ）→ろ過→ろ液（Ａ液）（保存）→Ａ液１００ｍｌ（試薬１ｇ）＋炭酸ナトリウム溶液（１０Ｗ／Ｖ  ％）５

ｍｌ→蒸発乾固→約１０５℃で乾燥→電気炉中で約３０分間強熱（アンモニウム塩を除く）→冷却＋水１０ｍｌ＋塩酸 

（２＋１）（中和するまで）＋塩酸（２＋１）０．２ｍｌ→煮沸（二酸化炭素を除く）→冷却＋水（→２５ｍｌ）→ろ過→ろ液＋塩化バ

リウム溶液（１０Ｗ／Ｖ％）２ｍｌ→１時間放置・・・・比濁・・・・塩酸（２＋１）５ｍｌ＋エチルアルコール（９５）５ｍｌ＋アンモニア水（２

＋３）７ｍｌ＋炭酸ナトリウム溶液（１０Ｗ／Ｖ％）５ｍｌ→蒸発乾固→１０５℃で乾燥→電気炉中で約３０分間強熱（アンモニウム

塩を除く）→冷却＋水１０ｍｌ＋塩酸（２＋１）（中和するまで）＋塩酸（２＋１）０．２ｍｌ→煮沸（二酸化炭素を除く）→冷却＋硫

酸塩標準液（０．０１ｍｇＳＯ４／ｍｌ）５ｍｌ＋水（→２５ｍｌ）→以下同一操作によって１時間放置後に生じる白濁以下。 

d) アルカリ土類及びアルカリ（硫酸塩） ０．１％以下 

c)のＡ液１００ｍｌ（試薬１ｇ）→水浴上蒸発乾固＋熱水３０ｍｌ→ろ過→ろ液をあらかじめ質量のはかってある蒸発ざらにとる

→ろ紙は熱水約１０ｍｌで３回洗い，洗液はろ液と合わせる→水浴上蒸発乾固＋硫酸０．５ｍｌ→熱板上蒸発→強熱・・・・残

分１ｍｇ以下。 

e) アンモニア水で沈殿する物質 ０．０３％以下 

試薬５ｇ＋水１００ｍｌ＋アンモニア水（２＋３）３０ｍｌ＋過酸化水素１ｍｌ→５分間煮沸（アンモニア臭のほとんどなくなるまで）

→ろ過→熱水で洗う→沈殿＋温塩酸（１＋１）少量で溶解→洗う→（ろ液＋洗液）＋水（→約２０ｍｌ）＋アンモニア水（２＋１）

（わずかにアルカリ性になるまで）＋過酸化水素０．５ｍｌ→５分間煮沸→ろ過→沈殿→熱水で洗う→沈殿をろ紙と共にあら

かじめ質量のはかってあるつぼにとる→強熱・・・・残分１．５ｍｇ以下。 

f) 含量 ９８．０％以上 

試薬５ｇ＋水（→１Ｌ）→その２５ｍｌ（本品０．１２５ｇ）→共通すり合わせよう素フラスコにとる＋水１００ｍｌ＋塩酸５ｍｌ＋よう化カ

リウム３ｇ→直ちに密せんして暗所に１５分間放置＋水１００ｍｌ→０．１ｍｌ／Ｌチオ硫酸ナトリウム溶液で滴定（指示薬：でん

ぷん溶液）。別に同一条件で空試験を行って補正する。 

０．１ｍｌ／Ｌチオ硫酸ナトリウム溶液１ｍｌは，０．００３３３ｇＣｒＯ３に相当する。 

 


